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研究分野：地域計画 
科研費の分科・細目：建築学・都市計画・建築計画 
キーワード：リスク・コミュニケーション、地域防災計画、都市計画、地域防災力評価、ハザ

ード情報、防災型土地利用規制、ニュージーランド活断層・斜面災害指針 
 
１．研究計画の概要 
 本研究では、自然（災害）科学の研究成果
として公開が進むハザード情報が、「行政（防
災及び計画部局など）やプランナー、地域住
民からどのように受け止められ」、「今後の都
市計画制度や防災まちづくりに如何に反映
されるべきか」について、地震災害を中心に、
重層的リスク・コミュニケーションをキー概
念に据えて、人口減少期を迎えた我が国の市
街化動向を踏まえた検討を行う。具体的には、
以下 2 点の解明を目指す。 
①地域コミュニティにおけるリスク・コミュ

ニケーションと行動変容：リスク対応の個
人選択から組織化へ 

 自治体レベルでの被害想定（リスク情報）
の公開自体は進んだものの、少数の試みを除
くと、防災まちづくりでの住民利用を十分想
定した事例は少ない。そこで申請者らが構築
した地域防災力評価 web GIS を利用し、リ
スク心理学的知見を踏まえた「リスク理解を、
対策の必要性理解から実施へ」と繋げていく
ことを目ざす。 
②自治体内リスク・コミュニケーションを核

とする防災都市計画： New Zealand 指針
(2004)からの知見 

 地域防災計画と土地利用計画との制度的
連携は乏しく、既存のハザード情報は計画策
定上のニーズを反映していない。また従来の
ハザードマップ研究は発災時の避難など危
機対応が主眼にあり、長期的展望から都市計
画的な事前対応（リスク管理）を積み重ねる
という視点は不十分であった。人口減少の下
で国土空間の余裕を生かして、災害に強い都
市構造や土地利用の誘導に向けた方策の検
討が求められるため、申請者が提唱してきた

「防災型土地利用計画」の実現化への道を、
社会的リスク・コミュニケーションを通じて
具体的に模索する。 
 
２．研究の進捗状況 
①地域コミュニティにおけるリスク・コミュ

ニケーションと行動変容 
1) 一般公開中の地域防災力評価システム 
web GIS の利用実態を追跡しながら改良を
進めている。特に宮城県地震被害想定の改訂
に合わせた修正方策を検討した。 
2) 地域コミュニティ（住民組織）の防災力高
度化モデルを検討するため、旧河南町(現石巻
市)、旧鹿島台町(現大崎市)、仙台市、旧大崎
市、旧石巻市、白石市で実態調査を行い、全
県的な組織類型化と防災力水準の比較検討
を進めた。 
3) 地域コミュニティによる外部資源や情報
の獲得・活用実態調査として、「行政との協
働、研究者の関与、NPO 団体との連携等」
の活動実態の把握と国的事例の収集を進め、
災害に強いコミュニティのための市民フォ
ーラムを毎年開催して研究成果の報告を行
ってきた 
②自治体内リスク・コミュニケーションを核
とする防災都市計画 
4)自治体レベルでの地震ハザード情報の受発
信・利活用状況の把握 及び 5)ハザード情報
の公開と土地利用変化の関連性分析を行う
ため、国内自治体の事例発掘、政策画文書の
収集 DB 化を進めつつ、国土交通省と連携し
た市町村アンケート調査を実施した。 
6) Wellington 市等における活断層ゾーンの
線引き見直しの事例調査、指針の普及実態調
査 及び 7) 地震ハザード情報と計画制度に
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関する計画専門職への意識調査 では、2010
年に現地調査を行い、活断層指針及び斜面災
害指針について学会・研究会で報告した。 
 
３．現在までの達成度 
②概ね順調に進展している。 
（理由） 
 国土交通省と共同で実施したアンケート
調査では、集計結果の公表について調整中で
あり結果報告が完了していない。また、ニュ
ージーランド側研究機関である GNS とは、
クライストチャーチ地震の発生もあり調査
企画を再検討中である。さらに、2010 年度
末に予定していた宮城県内 NPO 活動調査は、
東日本大震災により回収が進ます、再調査を
含め再検討中である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 2011 年 3.11 の東日本大震災の発生をうけ
て、被災地域内に立地する研究機関として、
一部研究テーマを追加修正しながら、今後の
研究を進める予定である。 
(1)地域防災力評価システム web GIS の利用
実態調査と改定では、地域防災力水準と震災
被害との相関性を踏まえたシステム改定の
方法を検討する予定である。 
(2)地域コミュニティ（住民組織）の防災力
高度化モデルを導くため、3.11 東日本大震災
の被災地を含め、町内会（自主防災組織）の
防災力データの分析を進め、組織類型化と防
災力水準、復旧・復興過程の分析を開始する。 
(3)地域コミュニティによる外部資源や情報
の獲得・活用実態調査は、従来の検討対象に
加え、3.11 震災･津波被災地における集落単
位の復旧･復興まちづくり過程にも着目する。 
(4)自治体レベルでの地震ハザード情報の受
発信・利活用状況の把握では、全国アンカー
との結果を再集計して、(5)ハザード情報の
公開と土地利用変化の関連性分析の基礎資
料都市、国内モデル自治体の事例調査を継続
する。特に、3.11 大震災からの復興まちづく
り計画策定で、ハザード情報への配慮状況に
も着目して資料収集を開始する。 
(6)Wellington 市等における活断層ゾーンの
線引き見直しの事例調査、指針の普及実態調
査、及び(7)地震ハザード情報と計画制度に
関する計画専門職への意識調査では、クライ
ストチャーチ地震の発生を踏まえ、ニュージ
ーランドにおける新たな動きも探っていく
予定である。 
 
５．代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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〔その他〕 
宮城県沖地震対策研究協議会 

地域防災力評価ホームページ（web-GIS） 
http://www.meqdprc.archi.tohoku.ac.jp/Net-
SS/hyoka/what.html 
 
災害に強い市民フォーラム・ホームページ 
 http://www.dcrc.tohoku.ac.jp/wiki 
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